
　社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付金             令和05年12月11日

計画の名称 古都鎌倉地区における歴史的遺産と共生する街なみ環境の向上

計画の期間   令和０４年度 ～   令和０８年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 鎌倉市

計画の目標 　古都鎌倉は、中世の道路網を踏襲した都市構造や、切通し・やぐらなどの山稜部の土木遺構、古都保存法により守られた歴史的風土、社寺や保養地の別荘として近代に建てられた建築物など、時代の流れを反映した数多くの歴史的遺産が

芸術文化や生業、行事などとモザイク状に融合し、調和する国内有数の歴史都市である。年間約2,000万人の観光客が訪れる国際的な観光都市でもあり、観光と市民生活の両立や多くの人々に守り育てられてきた歴史的遺産・自然的環境の

保全継承、歴史的遺産と共生する魅力的なまち並みの形成といった課題を抱えている。

　歴史まちづくりの基盤となる歴史的遺産の保存活用と、これらを結ぶ散策ルートの整備など歴史的遺産と一体となった市街地の整備を進め、鎌倉らしい都市景観を創造し、人優先の交通環境の実現を図ることで、歴史的遺産と共生するまちづくり

を推進し、安全で安心した活き活き暮らし過ごせる持続可能なまちを目指す。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               3,270  Ａ               3,251  Ｂ                   0  Ｃ                  19  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）      0.58 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（※１：R２、※２：R元） （R８末）

   1 市民意識調査における「歴史的遺産と共生するまちづくり」の市民満足度の２ポイント増加

市民意識調査における「歴史的遺産と共生するまちづくり」の市民満足度の増加（※１） 45％ ％ 47％

   2 鎌倉の歴史文化の交流体験の拠点である市内博物館等の利用者数（※）を61千人（R元年度）から67千人（R８年度）の増加　※R８年度まで改修工事中の鎌倉文学館を除く

鎌倉歴史文化交流館、鎌倉国宝館、旧華頂宮邸、鎌倉文華館の利用者数の合計値（※２） 61千人/年 千人/年 67千人/年

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

1 案件番号： 0000537452



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R04 R05 R06 R07 R08 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業 A16-001 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 街なみ環境整備事業費用

対効果分析

費用対効果の分析 鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■           3 1.73 －

A16-002 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 扇湖山荘庭園等整備事業 庭園等の安全対策（崩落対策

、H=8m、L＝60ｍ）

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■          26 1.73 －

A16-003 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 鎌倉海岸海浜環境整備事

業

排水設備（汚水）の整備（排

水管路L＝1000ｍ、ポンプ施

設４基）

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■  ■         370 1.73 策定中

R４実施設計

A16-004 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 鎌倉文学館保存改修事業 歴史的建造物の設計、改修（

建築面積461.66㎡・延床面積

1059.21㎡・木造一部鉄筋コ

ンクリート造・地上３階建）

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■  ■  ■       1,300 1.73 策定中

R４年度基本設計

A16-005 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 旧諸戸邸保存改修事業 歴史的建造物の劣化度・耐震

等調査、設計、改修（床面積

：1階89.79㎡・2階44.71㎡・

計134.5㎡・木造2階建）

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■  ■  ■  ■         225 1.73 未策定

Ｒ５基本設計

1 案件番号： 0000537452



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R04 R05 R06 R07 R08 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業 A16-006 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 御成小学校旧講堂改修事

業

歴史的建造物の設計、改修（

床面積684.26㎡・木造地上1

階建）

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■  ■       1,000 1.73 策定済

H29年度保存活用計画

A16-007 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 旧華頂宮邸保存改修事業 歴史的建造物の劣化度調査・

耐震診断、設計、改修（床面

積：577.79㎡、木造３階建・

地下1階、洋小屋組）

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■  ■         110 1.73 未策定

A16-008 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 荏柄天神社周辺道路美装

化事業

市道の改修整備（L=280m、ｗ

＝4.8～7.0ｍ）

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■          80 1.73 策定済

R3実施設計

A16-009 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 観光案内施設整備事業 案内板設置・改修（市内各所

）

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■  ■  ■  ■          12 1.73 －

A16-010 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 歴史的遺産をつなぐ散策

路等整備事業（その１）

ハイキングコース（３路線、

天園及び祇園山ハイキングコ

ース、葛原岡・大仏イキング

コース）の安全対策、案内板

整備

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■  ■  ■  ■           5 1.73 －

2 案件番号： 0000537452



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R04 R05 R06 R07 R08 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業 A16-011 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 歴史遺産をつなぐ散策路

等整備事業（その２）

浄明寺一丁目（史跡大町釈迦

堂口遺跡北側道路）崩落対策

（L＝170ｍ）

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■  ■         120 1.73 策定済

R3測量設計、史跡外

 小計       3,251

合計       3,251

3 案件番号： 0000537452



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R04 R05 R06 R07 R08 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業 C16-001 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 観光施設等混雑可視化事

業

オーバーツーリズム対策とし

て混雑状況の情報を提供する

システム運用等

鎌倉市　古都鎌

倉地区

 ■  ■  ■  ■  ■          18 －

観光客の来訪時間や地域の分散化が図られ、それらを巡る周遊観光の利便性向上が図られ、歴史的風致の維持向上に寄与する

C16-002 住宅 一般 鎌倉市 直接 鎌倉市 － － 歴まちカードを使った周

知啓発事業

歴まちカード50,000枚印刷 鎌倉市  ■           1 －

歴史まちづくりの取組を多くの市民・来訪者等に周知することで、取組への理解を深まり、事業の円滑な実施に繋がる。

 小計          19

合計          19

1 案件番号： 0000537452



交付金の執行状況

        （単位：百万円）

R04

配分額 (a)                       0

計画別流用増△減額 (b)                       0

交付額 (c=a+b)                       0

前年度からの繰越額 (d)                       0

支払済額 (e)                       0

翌年度繰越額 (f)                       0

うち未契約繰越額(g)                       0

不用額 (h = c+d-e-f)                       0

未契約繰越率+不用率 (i = (g+h)/(c+d))％                       0

未契約繰越率+不用率が10％を超えている場

合その理由

1 案件番号： 0000537452


